
【２０万円上限】

Ｎｏ 事業名 提案団体　 事業目的 事業内容 助成金額

1
地域シルバー世代のスマホ
使いこなし支援

スマサポ

高齢者施設等からの依頼を受けて、
初心者向けスマートフォン講座を請け
負う等のボランティア活動を通じて、シ
ルバー世代のITリテラシーの向上によ
り地域全体の情報格差が減少するこ
とを目的している。

①初心者スマートフォン講座の請負い
初めて学ぶアプリや操作でも、利用するシーンがイメージできるような具体
的な事例を伝え、実習は基本的にマンツーマン形式で行い、受講生が安心
して学べるサポートに徹した指導を行う。

②初心者向けスマートフォン相談会の請負い準備
シルバー世代の操作の躓きは、様々なため、相談会が有効であると思わ
れる。同じく高齢者施設、自治会、シニアクラブとも協議しながら、相談会の
請負を探っていく。下期より月一回程度を目標に検討を進める。

③新たな教材の開発会議の開催
講座、相談会などを通じて得られるニーズに応えるため、毎月定例会議を
開催し、新たな教材を作成する。

200,000

2
つながろう つなげよう ぽっ
ぽ♫コンサート2024

ねこの手

誰でもが気軽に行かれる近くの会場
で、地域の観客や演奏者、スタッフも
皆で楽しめるコンサートを開催する。
開催時のみならず過程も含め、地域
の人々が顔見知りを増やし、交流や親
睦を深めていくことを目的とする。

①「つながろうつなげようぽっぽ♫コンサート2024」の開催
東田端ふれあい館や新町コミュニティアリーナなど地域の会場を確保し、プ
ロの演奏者や地域の音楽グループなどが演奏するコンサートを開催する。
年度の前半にプロの演奏者に依頼し。後半には「令和5年度地域づくり応
援団事業つながろうつなげようぽっぽ♫コンサート」の実施によりつながった
個人やグループ・団体にも出演や協力を依頼する。

②ボランティアスタッフや演奏者、音楽グループと共に内容等を検討する
運営に参加してくれるボランティアスタッフ(団体や個人)を募り、年間で3回
以上はコンサートを実施していく。各回の定員は会場の広さ・出演者の人
数、また感染症対策の必要性によって決めるが、60〜80人を考えている。
ボランティアスタッフや演奏者、音楽グループと皆でコミュニケーションを取
りながら、コンサートの準備を進め、交流・親睦を図っていく。

200,000

3 さくらんぼの赤ちゃん食堂 さくらんぼ食堂

離乳食が始まり、何かと悩み多い保護
者むけに実施。子どもには離乳食、保
護者には軽食を提供。親子で集まり、
離乳食づくりのヒントを伝え、アドバイ
ザーを交えて悩み解消につなげる。

赤ちゃん食堂の開催
孤立しがちな育児の応援をするために、実施。離乳食が始まったころの赤
ちゃんと二人きりだと気持ちも滅入りがち。そんな時に同じような境遇の親
子と出会う場の提供、離乳食づくりコツやヒントを体得してもらう。(技術的な
育児支援)たまには食事作りから解放されてのんびりと実家に帰ったつもり
で食事を食べてもらう。(心理的な育児支援)また、助産師や保健師、栄養
士など専門家の立場からアドバイスを貰えるような情報収集のきっかけに
なるとよいと願う。毎回。離乳食づくりの専門栄養士に同席してもらい疑問
や不安なことなどの解消に努める。

200,000
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【５０万円上限】

ｘ 事業名 提案団体　 事業目的 事業内容 助成金額

1
北区ポール de ウォーク楽校の
展開と地元高齢者リーダーの活
躍

一般社団法人
ポールdeウォーク推進協議会

区内のポールdeウォ―クリーダーが中心に
なって、多くの区民がポールdeウォ―クで区
内を歩いて北区の自然と歴史、文化に触れ
ながら健康づくりの主役となり、健康で明る
い北区づくりに貢献したい。

①昨年9月に王子、赤羽、滝野川各地区1校(計3校)開校したﾎﾟｰﾙdeウォ―ク楽校を各
地区2校(計6校）　毎月2回開催に拡大する。楽校は単に歩くだけでなく、気軽にいろい
ろなことを感想や意見を述べ合い話し合える「街中サロン」としての役割を目指す。

②ﾎﾟｰﾙdeウォーク講演会・体験会を王子、赤羽、滝野川で計3回開催する。

③ﾎﾟｰﾙdeウォークのリーダー養成講座を開催する　。
月1回×6ヶ月=計6回実施し、受領者には終了証を授与、リーダーとして活躍してもらう。

④11月に北区民に広く呼びかけて北区ﾎﾟｰﾙdeウォ―クフェスタを開催する。コースは新
札の肖像で話題の渋沢栄一翁のゆかりの場所をたどるものとする。

⑤懇親会、食事会などの開催及び本事業の目的に資する事業。

500,000

2
３ｘ３プロバスケチームで作る「み
んながひとつになれる場所」

ASUKAYAMACHERRYBLOSSO
MSスポーツまちづくり推進実行
委員会

3×3バスケットボールを1つのコンテンツとし
たイベント開催をすることによって地域の活
性化と共生社会の実現を目指す。

目的：３ｘ３バスケットボールを一つのコンテンツとしたイベント開催をすることによって地
域の活性化と共生社会の実現を目指す。
日時：９月中旬～１０月上旬　※雨天時は翌週へ延期
場所：飛鳥山公園にて開催(雨天時は翌週へ延期)
参加予定人数：１００人
参加予定団体：公募バスケチーム（８チームカテゴリー検討中）、福祉事業所団体、キッ
チンカー、知的障害チアリーディング、車いすバスケ（東京JKFWBC）
参加対象者：障がいの有無に関わらずどの年代の、誰でも楽しめるイベントを目指す。
・３ｘ３バスケットボールを１つとして扱い、一般参加チーム(知的障害バスケ含む)を公募
し総当たりで競うイベントを開催する。競技時間の合間には知的障害チアリーディング
のパフォーマンスや車いすバスケ体験を行い多様性の理解を深める活動を盛り込んで
いく。また、コート周辺には福祉事業所制作物の出店やキッチンカーなどを設置し、誰も
が楽しめる『みんながひとつになれる場所』を目指す。

500,000

3
飛鳥山公園マルシェ＋野外映画
鑑賞会事業

北区Ｈack-a-park

北区のランドマークとなる飛鳥山公園を活用
としたクリエイティブな公園活用の提案とその
情報発信による地域のイメージアップ、また
地域の新しいコミュニティの形成の場とした
い。

開催場所： 飛鳥山公園内　芝生エリア

開催日時： 11月上旬　（予定）※雨天時は延期

昼間の時間は北区のクリエーターが中心のチームによるマルシェ（有機野菜・天然蜂
蜜・米粉スイーツ・手作りパンの販売、木工プロダクトの展示販売など）やワークショップ
（街歩き、子供向け制作など）を開催。
映画の上映時間が近づくと、ミュージシャンの音楽の生演奏が聞こえてきて、いつもの
公園とは違ったワクワクした雰囲気の非日常感を演出します。

日没後に野外映画を上映開始。自由なスタイルで野外映画を楽しみます。
芝生広場に隣接するレストランにも、協力を仰ぎ、連携して盛り上げていけたらと良いと
考えています。

500,000
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